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一
資
料
紹
介
一

曽
根
崎
心
中

オモテ

渋

清

井

「
曾
根
崎
心
中
」
と
い
え
ば
、
ァ
、
あ
の
近
松

八
一
六
五
三
ー
一
七
二
四
〉
の
名
作
か
、
と
い
っ
て
、
ま
ず
文
学

今
日
で
は
、

と
し
て
思
い
う
か
べ
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
が
そ
の
当
時
に
あ
っ

て
は
、
状
況
は
い
さ
さ
か
異
っ
て
い
た
。

心
中
が
実
際
に
あ
っ
た
の
が
元
禄
十
六
年
の
四
月
二
十
三
日
で

あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
す
ぐ
翌
月
の
七
日
に
は
、
こ
の
事
件
を
当

込
ん
だ
際
物
浄
瑠
璃
と
し
て
、
そ
の
初
日
が
、
大
坂
道
頓
堀
南
詰

の
竹
本
座
に
お
い
て
、
ふ
た
あ
け
さ
れ
た
、
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
持
瑠
璃
芝
居
は
、
空
前
の
当
り
を
と
っ
た
の
で



正本 表紙

つ
臼



お
や
ま
人
形
遣
い
め
名
手
辰
松
八
郎
兵
衛
の
名
は
記
さ
れ
て
い

る
が

、

三
絃
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ワ
キ
の
戸
楽
者
、
竹
本

喜
内
、
竹
本
頼
母
、
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

楽

器
伴
奏
者
の
名
が
な
い
の
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
音
楽
と
し
て

盤
楽
に
対
し
、
器
楽
が
重
き
を
な
さ
な
か
っ
た
証
左
と
み
る
べ
き

ム

ギ
コ
ガ
シ

で
あ
ろ
う
。
後
の
書
「
牟
芸
古
雅
志
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
太

悼
を
引
い
た
者
は

、

盲
目
の
竹
沢
権
右
衛
門
で
あ
っ
た
、
と
記
さ

書墨

れ
て
い
る
。

外記

こ
の
正
本
は
、
前
三
丁
が
八
行
で
、
後
四
丁
か
ら
十
五
丁
ま
で

つ
d

が
、

詰
込
の
十
行
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

際
物
的
制
作
の
過
程

し
た
が
っ
て
、
こ
の
正
本
は
、
竹
本
座
興
行
当
初
の
正
木
と
し
て
、
み
る
べ
き
で
あ
ろう
。 を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
曾
根
崎
心
中
は
、
竹
本
義
太
夫
の
音
楽
、
作
詞
者
近
松
の
文
学
、
と
の
連
繋
芸
術
と
し
て
、
元
禄
末
に
誕
生
し
た
。

近
松
と
義
太
夫
の
、
そ
の
の
ち
の

十
年
間
の
コ
ン
ピ
の
ト
ッ
プ
を
か
ざ
る
記
念
的
名
作
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の

遺
品
は
、
江
戸
の
山
村
座
に
多
く
出
演
し
て
語
っ
た
、
薩
摩
様
外
記
の
手
沢
本
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
元
禄
の
江
戸
浄
瑠
璃
の
創
始
者
、
薩
摩
禄
外
記
の
こ
と
は
、
未
だ
あ
ま
り
調
べ
て
な
い
が
、
た
ま
た
ま
、
上
方
に
あ
っ
て
、
竹
田
出
雲
が
、

竹
田
外
記
を
と
な
え
た
記
事
を
散
見
す
る
と
き
、
上
方
に
あ
っ
て
「
下
地
は
好
き
な
り
」
と
い
は
れ
た

浄
瑠
璃
の
パ
ト
ロ
ン
竹
田
外
記
と
、
江
戸
芝
居
に
あ
っ

て
、
江
戸
浄
瑠
璃
外
記
節
を
創
始
し
た
薩
摩
外
記
と
の
聞
に
は
、
な
に
か
、
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
き
な
関
係
、
を
想
見
す
る
の
で
あ
る
。

竹
田
外
記
は
、
採
算
の
あ
は
ぬ
竹
本
座
の
座
元
を宝
永
二
年
以
降
引
受
け
、
義
太
夫
、
近
松
、
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。
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あ
る
。こ

れ
は
、
音
楽
と
し
て
又
は
浄
瑠
璃
と
し
て
生
れ
た
も
の
な
の

ふ
し

で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
音
譜
付
正
本
は
、
江
戸
（
時
代
）

音
楽
の
根
本
資
料
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

義
太
夫
節
の
創
始
者
竹
本
義
太
夫
八
二
ハ
五
一

！
？i

一
七
一
四〉

一
ア

モオ

が
、
竹
本
座
に
、
は
じ
め
て
櫓
を
揚
げ
た
の
は
、
貞
享
二
年
、
か

れ
お
才
の
時
で
あ
り
、
そ
の
後
、
筑
後
禄
藤
原
博
教
を
同
均
衡
し
た

の
が
日
才
の
元
禄
十
四
年
五
月
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
曾

根
崎
心
中
を
上
演
し
た
の
は
元
禄
十
六
年
の
彼
臼
才
の
と
き
で
あ

っ
た
。

義
太
夫
は

、

生
来
の
美
音
で
、
声
が
ら
が
大
音
で
、
音
質
が
爽

か
ん
お
っ

か
で
、
そ
れ
に
、
甲
乙
も
す
こ
ぶ
る
備
っ
て
い
た
と
い
ふ
、
音
楽

家
と
し
て
の

義
太
夫
の
偉
大
さ
は
、
邦
楽
の
中
に
、
そ
の
占
む
る

比
重
を
大
き
く
、
そ
の
後
も
永
く
義
太
夫
節
の
名
称
を
、
今
日
に

と
ど
め
て
い
る
、
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

今
日
こ
の
正
木
に
は
、
笹
の
紋
所
八
初
型
〉
の
下
に
、「
竹
本

筑
後
禄
藤
原
博
教
正
本
」
と
あ
り
、
こ
の
直
之
正
本
の
板
元
は

「
大
坂
か
う
ら
い
ば
し
壱
丁
目
山
本
九
兵
衛
」
と
あ
り
「
壱
段
持

る
り
に
か
た
り
申
候
」
と
あ
る
。
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写

説

真

現

本

音
譜
付
本
文

袋
綴

冊

法

二
一
・
六
l

一
五
・
三
個

紙

一
丁
ウ
ラ
白

数

本
文

十
五
丁

数

一
ー
三
丁
A 
’-- fJ 

四
ー
十
五
丁

十
行

偵

山
村
座
外
本
ぶ
し
正
本
類
と
東
綴
合
本
。

考

薩
摩
外
記
の
手
沢
本
。
末
丁
に
外
記
直
筆
と
判
ぜ
ら
れ
る
墨
書
年
記
が
あ
る
。
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